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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,278人（△1） 

　男　　24,446人（△2） 

　女　　27,832人（　1） 

世帯数　22,460　（　4） 
6月1日現在 （　）は前月比 

楽しげに田を踏みならす「せっぺとべ」 
　白装束姿のせっぺとべ衆。焼酎を飲

みながら「チョシ、チョシ」と声をかけ、

歌に合わせて肩を組み、威勢よく飛び

跳ね、今年の豊作を祈願しました。 

（６/１お田植祭り「せっぺとべ」P１０関連記事） 
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自 

　
大
平
自
治
会
は
、
湯
之
元
駅
か

ら
東
へ
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東

市
来
支
所
か
ら
北
東
へ
約
四
・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
は
、

平
成
二
十
年
六
月
一
日
現
在
で
三

十
九
世
帯
、
百
九
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
す
が
、

地
域
住
民
の
誰
も
が
参
加
で
き
る

活
動
や
、
自
然
を
活
か
し
た
道
端

農
園
な
ど
が
あ
り
、
地
区
外
の
方

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
で
す
。 

自
然
を
活
か
し
住
民
相
互
の
融
和
を
図
る 

大
平
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

お
お
び
ら 

大平自治会 
（東市来地域） 

▲集落運動会 

▲高齢者ふれあい交流会でのソバ打ち 

▲巨大カボチャコンテスト 

▲脇田敏秋会長 

然
に
囲
ま
れ
た
大
平
自
治
会
は

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
す

が
、
総
務
部
、
文
化
部
、
経
済
産
業

部
、
体
育
部
、
女
性
部
で
構
成
し
、

自
治
会
活
動
は
地
域
全
員
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
コ

ス
モ
ス
に
よ
る
活
性
化
事
業
を

導
入
し
よ
う
と
平
成
十
五
年
に
鹿
屋

市
串
良
町
の
柳
谷
公
民
館
ま
で
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
住

民
以
外
の
方
に
い
つ
で
も
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
道
端
農
園
、
平
成
十

八
年
か
ら
は
ワ
ラ
ビ
園
も
や
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
内
の
希
望
者
に

巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の
種
を
配
布
、
五
月

に
植
え
付
け
し
、
十
月
に
巨
大
カ
ボ

チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
カ
ボ

チ
ャ
が
出
品
さ
れ
ま
す
。 

ら
に
、
こ
の
地
区
の
高
台
に
登

る
と
東
シ
ナ
海
や
桜
島
が
望
め

る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
か
ら
桜

島
大
根
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
よ
う

と
桜
島
ま
で
種
の
買
い
付
け
に
行
き

ま
し
た
。 

月
に
行
わ
れ
る
高
齢
者
と
の
ふ

れ
あ
い
交
流
会
で
は
、
各
部
が

い
っ
し
ょ
に
な
り
毎
年
ソ
バ
打
ち
を

し
、
高
齢
者
に
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
道
路
清
掃
奉
仕
作

業
や
地
域
の
親
睦
を
図
る
た
め

の
花
見
、
集
落
運
動
会
、
鬼
火
焚
き
、

健
康
増
進
の
た
め
の
女
性
部
に
よ
る

健
康
づ
く
り
教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
自
治
会
で
は
伝
統
芸
能
と

し
て
棒
踊
り
が
あ
り
ま
す
。 

の
棒
踊
り
は
、
六
尺
棒
と
三
尺

棒
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
、

二
つ
の
踊
り
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
小
学
生
か
ら
青
壮
年
に
よ
り
伊

勢
神
社
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
高

齢
化
で
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
、

限
ら
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、「
地
域

全
員
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
増
や
し
活
力
あ
る
明
る
い

地
域
」
を
作
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
地
域
外
の
方
に
来

て
頂
け
る
よ
う
な
活
動
も
取
り
入
れ

て
地
域
を
活
性
化
し
て
行
き
た
い
で

す
。 

地 さ 

九 こ 

こ こ 
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裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金

利
は
無
効
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
原
則
と
し
て

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
貸
金
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
た
人
が
、
利
息

制
限
法
を
超
え
る
利
息
（
元
金
に
応
じ
て
十
五

〜
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
）
を
払
い
続
け
て
い

る
場
合
は
、
過
去
の
取
引
を
利
息
制
限
法
の
利

率
で
計
算
し
直
す
こ
と
に
よ
り
、
過
払
い
金
を

借
入
額
に
充
当
し
て
元
金
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
過
払
い
金
が
借
入
額
を
上

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
返
還
し

て
も
ら
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

     

・
返
済
で
き
る
計
画
が
立
た
な
い
お
金
は
借
り

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
金
利
、
手
数
料
、
毎
回
の
支
払
額
、
支
払
総

額
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。 

・
限
度
額
ま
で
だ
か
ら
と
、
安
易
に
キ
ャ
ッ
シ

ン
グ
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
友
人
、
知
人
に
頼
ま
れ
て
も
、
安
易
に
借
金

の
保
証
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
万
が
一
、
自
分
の
収
入
で
借
金
を
返
済
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
も
、
安
易
に
返
済
の
た
め

の
借
金
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
困
っ
た
と
き

は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
置
市
役
所
商
工
観
光
課
（
０
９
９
―
２
７
３

―
２
１
１
１
）
ま
た
は
、
多
重
債
務
相
談
機
関

に
速
や
か
に
相
談
し
、
解
決
策
を
立
て
ま
し
ょ

う
。
多
重
債
務
相
談
機
関
に
は
、
次
の
よ
う
な

団
体
が
あ
り
ま
す
。 

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、

年
々
複
雑
か
つ
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
日

置
市
で
は
平
成
十
九
年
度
に
、
百
二
十
四
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら

の
相
談
は
二
十
八
件
で
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

結
び
つ
き
や
す
い
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

な
ど
の
相
談
が
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
は
３
つ
の
大
き
な
不
安
「
お
金
」「
健
康
」

「
孤
独
」
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ

お
り
、
親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
年
金
・
貯
蓄

な
ど
の
大
切
な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
訪

問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る
被
害
が
多
い

の
も
特
徴
で
す
。 

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
き
っ
ぱ

り
断
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
借
金
を
し
て
い
る
こ
と
は
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
も
後
ろ
め
た

い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
返
せ
る
と
思
っ
て

い
た
お
金
で
も
計
画
性
の
な
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
や

生
活
費
を
補
う
た
め
の
借
金
な

ど
、
一
回
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も

り
が
、
便
利
さ
、
手
軽
さ
か
ら

ま
た
借
り
て
し
ま
い
、
返
済
の

た
め
に
複
数
の
業
者
か
ら
借
金

を
し
、
雪
だ
る
ま
式
に
借
金
が

増
え
、『
多
重
債
務
』
に
陥
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
日
置
市
で
は
平
成
十
九
年
度

に
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
が

二
十
二
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
消
費
者
金
融
利
用
者
の
借
入
の
理
由
を
み
る

と
、
は
じ
め
の
頃
に
比
べ
、
返
済
が
困
難
に
な

っ
た
時
期
は
「
借
金
返
済
」
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
返
済
困
難
な
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に

借
金
を
す
る
の
は
解
決
に
な
ら
ず
、
逆
に
も
っ

と
苦
し
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
お
金
を
借
り
た
場
合
の
利
息
に
つ
い
て
は
、「
利

息
制
限
法
」
と
「
出
資
法
」
と
い
う
二
つ
の
法

律
が
あ
り
、「
利
息
制
限
法
」
で
は
借
入
額
に
応

じ
て
十
五
〜
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
、「
出
資
法
」
で

は
二
十
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
上
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
上
限
金
利
の
差
の
部
分
が
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
金
利
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

【
消
費
生
活
相
談
窓
口
】 

本
庁
商
工
観
光
課
　 

２
７
３
―
２
１
１
１ 

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
　 

２
７
４
―
２
１
１
１ 

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
　 

２
９
２
―
２
１
１
１ 

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
　 

２
９
６
―
２
１
１
１ 

※
祝
祭
日
を
除
く
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
は
、

消
費
生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。（
本
庁
商

工
観
光
課
） 

【
多
重
債
務
相
談
機
関
】 

・
鹿
児
島
県
弁
護
士
会 

　
　
　
　
０
９
９
―
２
２
６
―
３
７
６
５ 

・
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会 

　
　
　
　
０
９
９
―
２
５
６
―
０
３
３
５ 

・
鹿
児
島
県
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

　
　
　
　
　
　
金
融
苦
情
相
談
所 

　
　
　
　
０
９
９
―
２
２
３
―
６
８
３
２ 

・
九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所 

　
　
　  

０
９
９
―
２
２
７
―
５
２
７
９ 

○
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ら 

○
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
は
し
な
い 

○
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の 

　
　
　
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん 

○
悪
徳
商
法
！ 

　
　
　
　
あ
な
た
が
狙
わ
れ
て
い
る 

○
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に 

　
　
　
　
　
　
　
注
意
す
る
こ
と
！ 

あきらめないで! 借金は解決できます あきらめないで! 借金は解決できます 
～ 深刻化する多重債務問題 ～ 

資料：国民生活センター「多重債務問題の現状と対応に関する調査研究」（2006年） 
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０ 
借金返済 収入の減少 低収入 事業資金 

の補填 物品購入 ギャンブル費 保証・ 肩代わり 遊興費 

はじめの頃　　　返済が困難になった頃 
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51.5

25.6

45.1

20.0 20.9

16.2
12.5

14.2

5.6

13.012.0 10.1
7.9 8.5

7.7

（元本） 

出資法の 
上限金利 

利息制限 
法の上限 
金利 

利息（％） 

29.2

20

18

15

10万未満 

「グレーゾーン金利」 
無効（支払う必要なし） 

無効・刑事罰対象 

10万以上 
100万未満 

100万以上 

（%） 
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夏は　　　　　による 
　　　　　にご注意を!
「熱中症」 「熱中症」 「熱中症」 

脱水症状 脱水症状 脱水症状 

住宅用火災警報器は火災により発生する煙を自動的に感知し、音や音声で知らせるものです。 

　夏場、注意しなければならないのは、「熱中症」による脱水症状です。 
　まず「熱中症」とは、日射病・熱けいれん・熱疲労・熱射病の４つからなる、暑さや熱による生体の障 
害の総称です。 
　暑いと人間は汗をかきますが、このとき水分や塩分は体外へ出て行ってしまいます。脱水症状を起こす
と、頭痛・吐き気・めまい・体温上昇・脱力などの症状があらわれ、症状がひどい場合は、意識障害によ
り危険な状態になることもあります。 
　長い時間、炎天下で作業や運動をしないようにするのが一番ですが、もし行う場合は次のことに注意し
ましょう。 
★　外では帽子をかぶり、こまめに水分をとる。スポー
ツドリンク等で、糖分や塩分、ミネラル等も同時に補
給しましょう。また寝不足や疲労を感じた時は、無理
をしないようにしましょう。 

★　楽な状態で安静を保ち、衣服をゆるめたり脱がせた
りして身体を冷やす。また、風通しのいい日陰など涼
しいところで休ませる。 

　現在は住宅用火災警報器が義務設置になっています。全国的にも「住宅用火災警報器を設置していたの
で、火災を早く発見することができ、初期消火に成功した」という事例が発生しているようです。 
　もし、住宅用火災警報器を設置していなかったらどうだったでしょう。最悪の事態が想像されます。 
　自分と家族の命や財産を守るため、住宅用火災警報器の早めの設置をお願いします。 

行方不明者が発生した場合は 鹿児島県救助技術指導会 

水   難   事   故  

行方不明者が発生した場合は 鹿児島県救助技術指導会 

水   難   事   故  

行方不明者が発生した場合は 鹿児島県救助技術指導会 

水   難   事   故  応急手当を身に付けよう!

◎危険な場所や子供だけでの水遊びをさせない。  
◎危険な場所や子供だけでの水遊びを見かけたら

他人の子でも注意をする。 
◎水泳中や水遊び中、子供から目を離さない。 
◎浮き輪を使っているからと安心しない。  
◎自宅の近くで遊んでいるからと安心しない。  
◎自宅の中でも風呂場などで遊ばせない。 

　もしものとき
のために心臓マ
ッサージなどの
普通救命講習を
受 講 し ま せ ん
か。 
　市民の皆さん
から希望があれ
ばいつでも救命
講習の指導をし

ています。ぜひ受講してください。 
　グループでお申し込みいただければ講習に出か
けて行きます。 
　従来の講習に AED（自動対外式除細動器）につ
いての内容も加えた講習になっています。 
　３時間以上受講された方には「講習終了証」を
発行します。 
 
お申し込みお問い合わせ 
　　日置市消防署　TEL272 － 0119（救急係） 

　５月30日に東市来町の鹿児島県消防学校で、
第 31 回鹿児島県消防救助技術指導会が開催さ
れ、日置市消防本部からも５種目に 14 名が参
加しました。 

日置市消防本部 
（099 － 272 － 0119） 
・捜索活動を要請する場合 
・防災無線による情報提供等の依頼 

行方不明者の関係者 

日置市消防団 

日置警察署 

捜索願い 

通報 

連絡 
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平成 2 0 年度　自 治　会 長を紹介します !平成 2 0 年度　自 治　会 長を紹介します !平成 2 0 年度　自 治　会 長を紹介します !

　地域のまとめ役として、１年間よろしくお願いします。 

　住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動への積

極的な参加をお願いいたします。 

◆日吉地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

二 潟  

山 田  

日 新  

熊 野  

西 郷  

日 置 麓  

帆 之 港  

奥　　正行 

的場　　勝 

今別府利行 

谷山　宏明 

中原　　攻 

善福美智男 

星原　　質 

292－2693 

292－2535 

292－2976 

292－3886 

292－2913 

292－4648 

292－2247

自治会名 自治会長名 電話番号 

八 　 幡  

柿 之 谷  

諏 　 訪  

 
草 　 見  

笠 ヶ 野  

毘 沙 門  

山口　義光 

久保　勲一 

岡山　　繁 

 
松元　純市 

笠野　邦彦 

古垣　哲廊 

292－3230 

292－2483 

292－4556 

292－4203 

292－2354 

292－2786 

292－4613

自治会名 自治会長名 電話番号 

草 原  

北 区  

中 区  

南 区  

扇 尾  

牧内　重光 

鳩野　　學 

春成　道夫 

手塚　英司 

上田平重夫 

292－2436 

292－2054 

292－2749 

292－4374 

292－2368

◆吹上地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

西 本 町  

東 本 町  

坂 元  

多 宝 寺  

ふ も と  

小 牧  

北 湯 之 元  

南 湯 之 元  

緑 ヶ 丘  

窪 田  

宮 坂  

上 中 之 里  

下 中 之 里  

南 宮 内  

東 宮 内  

西 宮 内  

中 津  

亀 原  

花 熟 里  

小 野 浜  

小 野 馬 場  

小 野  

下 田 尻  

満留寿五郎 

原田　昌作 

竹内　正信 

黒川　勝美 

池上　成年 

渋江　和雄 

下村　俊治 

田原　嘉治 

登尾江美子 

有村　一人 

濱田　　修 

大木下　光 

山下　正成 

鳥越満壽夫 

平峯　健蔵 

畠中　幸輝 

野入　弘良 

井上　克己 

原口　三善 

岩元　　巌 

田畑　則雄 

坂上　晃一 

下村　盛義 

296－2028 

296－2635 

296－4751 

296－3723 

296－3718 

296－2858 

296－5177 

296－4067 

296－4766 

296－3212 

296－4095 

296－3828 

296－5072 

296－2238 

296－1850 

296－3602 

296－4526 

296－3881 

296－5123 

296－6578 

296－2466 

296－5405 

296－5953

◆伊集院地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

上 方 限  

四 郎 園  

下 方 限  

麓 東  

天 神 馬 場  

上 之 馬 場  

犬 之 馬 場  

元 町  

向 江 町  

中 央 通  

駅 前  

銀 天 通  

出 樋  

城 山  

荒 瀬  

小 城  

瀬 戸 内  

徳 重 東  

猪 鹿 倉  

清 藤  

郡 上  

郡 内  

末永　義弘 

福永　範夫 

正木　厳範 

中園　照志 

上村　良佑 

川越　信雄 

石神　三郎 

山口　清寛 

橋口正太郎 

家村　仲五 

徳留　秋輝 

家村　紀弘 

岩永　啓義 

浜田　盛遠 

前田　純正 

坂木　保夫 

渡邉　克業 

酒匂　靖夫 

山口　徳二 

満留　純義 

節政　重行 

内　　保正 

272－2352 

273－4566 

273－3558 

273－3603 

272－3580 

273－5946 

272－4430 

273－1022 

273－3525 

272－2815 

272－2009 

273－1650 

272－2035 

272－2689 

273－1586 

272－3449 

272－3934 

273－2024 

272－5737 

273－3749 

273－5575 

273－1808

◆東市来地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

桑 木 野  

尾 木 場  

郷 戸  

野 下  

高 塚 東  

高 塚 西  

鉾 之 原  

立 和 名  

荻 

北 山  

上 床  

田 代  

梅 木  

中 野  

元 養 母  

下 養 母  

麓 上  

桑木野二雄 

野上　貞夫 

島田　益義 

立和名利治 

町田　二朗 

立和名徳文 

鉾之原清志 

立和名太吉 

米澤　正喜 

北山　義寛 

片平　勇作 

石神　正明 

徳重　保典 

永井　実満 

谷山　泰洋 

野元　正利 

永山　喜教 

274－9646 

274－9651 

274－3376 

274－3690 

274－6625 

274－9833 

274－6824 

274－6452 

274－9332 

274－9755 

274－6194 

274－6252 

274－6280 

274－3617 

274－1312 

274－3805 

274－2769

自治会名 自治会長名 電話番号 

麓 下  

古 市  

城 之 町 上  

城 之 町  

杉 之 迫  

坂 之 上 下  

美 山 上  

美 山 下  

牧 之 角  

宮 田  

大 平  

皆 田 東  

皆 田 西  

丸 牧  

上 野 東  

上 野 西  

向 湯 田  

永田　鉄山 

有川　國廣 

平松　利幸 

中村　三郎 

四元　碩朗 

幾留　治男 

田渕　　斉 

尾上　豊志 

宇都　義雄 

山下　四郎 

脇田　敏秋 

神田　　暹 

松尾　光裕 

宮前　静哉 

石原　　豊 

柳園　冨甫 

山元　　登 

274－4653 

274－4939 

274－3888 

274－3836 

274－4572 

274－3694 

274－5067 

274－0523 

274－3693 

274－1595 

274－5192 

274－3882 

274－1309 

274－3406 

274－0186 

274－5755 

274－0153

自治会名 自治会長名 電話番号 

駅 前  

中 央  

元 湯  

田 之 湯  

堀 内  

上 伊 作 田  

元 伊 作 田  

中 伊 作 田  

柿 之 迫  

江 口  

川 北  

平 迫 比 良  

赤 崎  

鈩 口  

永 山  

神 之 川  

南 神 之 川  

池滿　隼人 

國分　　隆 

高須　眞一 

山口　政夫 

南　　宏機 

谷口　正巳 

早迫　利一 

肥塚　章弘 

横手　良和 

神野　政士 

吉田　　徹 

　　　満洋 

野村　幸雄 

西田　正徳 

浜崎　千尋 

永山　修治 

丸野喜士雄 

274－2935 

274－2478 

274－4791 

274－1768 

274－1833 

274－2629 

274－5895 

274－2527 

274－4728 

274－2257 

274－5153 

274－0297 

274－2878 

274－5852 

274－4064 

274－5146 

274－1509

自治会名 自治会長名 電話番号 

宮 脇  

中 福 良  

平 古  

郡 下  

大 田 上  

大 田 中  

大 田 下  

久 木 野 々  

飯 牟 礼 下  

腰 

善 福  

飯 牟 礼 上  

飯 牟 礼 中  

古 城  

恋 之 原  

下 土 橋  

上 土 橋  

中 川  

竹 之 山  

麦 生 田 下  

麦 生 田 中  

麦 生 田 西  

吉永　昭己 

奥 　 祐 義  

向井　隆之 

林田　榮次 

西原　高晴 

入船　武久 

山崎　勝義 

今村　福治 

松元　敏明 

川 嵜 　 進  

益満　富治 

宮川　善徳 

本村　敏英 

片板美津男 

宮園　信夫 

上平田耕和 

坂上 俊美 

上 　 菊 男  

馬場園健誠 

吉村　建二 

藤 松 　 劼  

丸田　逸郎 

273－6168 

273－1516 

272－4603 

273－1801 

272－2563 

273－1526 

272－3790 

273－6567 

272－5545 

273－2897 

273－6791 

273－3924 

273－6866 

273－5993 

273－6454 

272－3109 

273－9603 

273－9228 

273－9165 

273－1970 

273－5390 

273－2255

自治会名 自治会長名 電話番号 

麦 生 田 東  

上 神 殿  

中 神 殿  

下神殿１区 

下神殿２区 

下神殿３区 

下神殿４区 

桑 畑  

野 田  

寺 脇  

朝 日 ヶ 丘  

立 野  

妙円寺１区 

妙円寺２区 

妙円寺３区 

妙円寺５区 

妙円寺６区 

妙円寺７区 

妙円寺８区 

妙円寺９区 

つつじヶ丘１区 

つつじヶ丘２・３区 

林田　秀雄 

柳田　秀吉 

内 　 豊 光  

栫 　 英 雄  

北之園重遠 

有馬　大作 

南園次郎吉 

重 留 　 静  

畠中　千秋 

小山田　恵 

橋 口 　 勇  

神代　崇史 

松元　邦弘 

田中　輝雄 

今村　兼裕 

山下穗八郎 

松元　健二 

常 深 　 勇  

平 　 美 治  

福永めぐみ 

坂口　勝昭 

前田　唯男 

273－9346 

273－9783 

273－2367 

272－4690 

273－1355 

273－2774 

272－5434 

273－5438 

273－3405 

273－5090 

273－3990 

273－0588 

273－6366 

273－2096 

273－6983 

272－3795 

273－0417 

272－5894 

273－5620 

273－4293 

273－3208 

272－0516

自治会名 自治会長名 電話番号 

中 田 尻  

上 田 尻  

芋 野  

野 首  

下 与 倉  

藤 元  

赤 仁 田  

上 与 倉  

田 之 尻  

永 野  

今 観 龍  

平 鹿 倉  

日 添  

苙 口  

瀬 谷  

助 代  

上 和 田  

中 和 田  

下 和 田  

苙 岡  

入 来  

西 原  

入 来 浜  

堤 　 宏 治  

井之上作次 

堀之内美智子 

原口　四海 

山口　克佳 

四元　久美 

窪田　　茂 

窪田　和洋 

中馬　三志 

地頭所正征 

馬籠　君夫 

馬籠　敦男 

田中　安男 

田原　久志 

榊　　秀徳 

坂口　正視 

田中　　司 

田中　秋盛 

　木　眞朗 

下窪　秋男 

西園　一幸 

中村清一郎 

堀切　茂正 

296－5719 

296－5155 

296－5757 

296－3348 

296－3671 

296－2120 

296－6062 

296－5662 

296－6193 

296－4179 

296－5175 

296－3870 

296－6136 

296－5766 

296－2684 

296－2197 

296－5353 

296－5796 

245－1201 

296－5990 

296－5712 

296－2399 

296－3633

自治会名 自治会長名 電話番号 

今 田  

小 永 吉  

原 園  

上 草 田  

中 草 田  

下 草 田  

浜 田 中  

浜 田 後  

天 昌 寺  

川 久 保  

永吉中和田 

新 川 原  

榎 下  

永吉ふもと 

梅 里 下  

梅 里  

七 呂  

印 口  

鍋 谷  

松 下  

坊 野  

原田　和治 

赤井田　繁 

安藤　道也 

徳満　平吉 

賀川　茂一 

畠中　達男 

栄福　弘喜 

畠中　貞治 

久保ゑみ子 

恒吉　英治 

久保園昌幸 

甲斐　安城 

進藤　正廣 

千田　広行 

胸元　光盛 

上谷　辰次 

前田　睦則 

今屋えつ子 

山口　　操 

井前　利行 

高田　正光 

296－5073 

296－4960 

297－2014 

297－2837 

090-6773-2767 

299－3550 

299－2031 

299－3123 

297－2366 

297－2514 

299－3535 

297－2587 

299－3127 

297－2064 

299－3431 

299－3401 

297－2051 

299－3258 

299－3428 

299－3314 

297－2640
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※債務負担行為に係る補償等　　　　　 ①物件の購入等に係るもの　　　　　　 53,273千円（本表に計上したものを除く） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　　745,500千円（本表に計上したものを除く） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　　 35,856千円 
※退職給与引当金の計算方法は普通退職の支給率に基づくものとする。   

平成18年度 

　
現
行
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
制
度
は
、
単
年
度
の
現
金
主
義
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
の

財
政
分
析
は
、
単
年
度
の
現
金
の
収
支
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進
の
た
め
の
一
つ
の
分
析
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
財
政
状
況

を
積
極
的
に
情
報
提
供
を
す
べ
き
こ
と
か
ら
、
平
成
十
八
年
度
末
時
点
の
普
通
会
計
ベ
ー
ス

（
一
般
会
計
に
い
く
つ
か
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
）
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
決
算
書
だ
け
で
は
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
現
在
ま
で
の
積
み
上

げ
ら
れ
た
資
産
や
負
債
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
負
担
や
将
来
の
市
民

負
担
と
い
っ
た
世
代
間
の
負
担
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
市
の
状
況
や
特
徴
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の
資
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
た
だ
し
、
地
方
公
共
団
体
の
公
有
財
産
台
帳
に
は
、
保
有
財
産
の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
民
間
企
業
が
作
成
す
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
資
産
の
積
算
方
法
が
異
な
り

ま
す
。 

  

　
総
務
省
の
「
地
方
公
共
団
体
の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
が
、
平
成

十
二
年
三
月
に
「
普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
公
表
し
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
四
年
以
降
の
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
方
財
政
状
況
調
査

（
決
算
統
計
）
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。    

 （
一
）
対
象
会
計
範
囲
　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
、
飲
料
水
供
給
施
設
特
別
会
計
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
を
純
計
し
た
も
の
） 

（
二
）
作
成
基
準
日
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日    

（
三
）
基
礎
数
値
　
電
算
処
理
さ
れ
た
昭
和
四
十
四
年
以
降
の
「
地
方
財
政
状
況
調
査
表
」

を
基
礎
数
値
と
し
て
作
成
し
た
。 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
る
と
市
が
保
有
し
て
い
る
資
産
の
総
額
は
九
百
六
十
三
億
円
、
負

債
が
三
百
九
十
八
億
円
、
正
味
資
産
が
五
百
六
十
五
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
資
産
の
内
訳
は
、
ほ
と
ん
ど
が
道
路
や
学
校
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
の
結
果
を
示
す
有
形

固
定
資
産
（
減
価
償
却
後
）
八
百
九
十
二
億
円
で
資
産
総
額
の
九
二
・
六
％
を
占
め
、
投
資

等
二
十
九
億
円
（
投
資
及
び
出
資
金
、
貸
付
金
な
ど
）
残
り
が
現
金
及
び
預
金
や
基
金
未
収

金
な
ど
四
十
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
土
地
は
、
一
九
・
〇
％
を

占
め
て
い
ま
す
。  

　
負
債
の
内
訳
は
、
一
年
を
超
え
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
固
定
負
債
が
三
百
六
十
五

億
円
、
一
年
以
内
に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
流
動
負
債
が
三
十
三
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
負
債
の
合
計
は
三
百
九
十
八
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
正
味
資
産
の
内
訳
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
百
八
十
六
億
円
、
市
独
自
の
財
源
で
あ

る
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
が
三
百
七
十
九
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
負
債
・
正
味
資

産
合
計
の
う
ち
正
味
資
産
は
、
五
八
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

〝
市
の
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
に
関
す
る
情
報
〞 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）を
作
成
し
ま
し
た 

資産総額は963億円　負債総額は398億円 

作
成
の
目
的 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
分
析 

作
成
の
前
提
条
件 

資産963億円 
（184万円） 正味資産565億円 

（108万円） 

負債398億円 
（76万円） 

資　　産 

負　　債 

正味資産 

資産とは、将来にわたり公
共サービスを提供できる価
値のこと 
（後世代の受けることので
きるサービス） 

将来返済すべき債務のこと 
（将来の市民の負担額） 

資産と負債との差額のこと 
（これまでの市民の負担額） 

【用語説明】 

（　）書きは市民一人当たり 

平成18年度　バランスシート 
（平成19年３月31日現在） 人口52,206人 

（単位：千円） 

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方 

【資産の部】（市が保有している資産） 

１． 有形固定資産 

　（1）総務費（庁舎など） 
　（2）民生費（保育所など） 
　（3）衛生費（クリーンセンターなど）　　　　　　 
　（4）労働費 
　（5）農林水産業費（農道、用水路、港など） 
　（6）商工費（温泉など） 
　（7）土木費（道路、公園など） 
　（8）消防費（防火水槽、消防自動車など） 
　（9）教育費（幼稚園、小学校、中学校など） 
　（10）その他 
　　　　　計 
　　　　（うち土地 
　　有形固定資産合計 

 
２． 投資等 

　（1）投資及び出資金（水道事業等への出資金） 
　（2）貸付金（各種貸付制度の貸付残高） 
　（3）基金 
　　　①特定目的基金 
　　　　（公共施設建設などの特定目的のための基金） 
　　　②土地開発基金 
　　　　（公共事業のための土地などを先行して取得するための基金） 
　　　③定額運用基金 
　　　　（奨学金貸付などの目的のため定額資金を運用するための基金） 
　　　　基金計 
　（4）退職手当組合積立金 
　　投資等合計 

 
３． 流動資産 

　（1）現金・預金 
　　　①財政調整基金 
　　　　（年度間の財源の不均衡を調整するための基金） 
　　　②減債基金 
　　　　（市債償還に備えるための基金） 
　　　③歳計現金 
　　　　現金・預金計 
　（2）未収金 
　　　①地方税 
　　　　（市税などのうち翌年度以降に収入する見込みのもの） 
　　　②その他 
　　　　（国庫補助金などのうち翌年度以降に収入する見込みのもの） 
　　　　未収金計 
　　流動資産合計 

 

　資  産  合  計 

　（住民一人当たりの資産額 

 
 

6,194,135 
1,942,019 
5,041,452 

０ 
7,768,347 
907,057 

42,049,034 
1,467,852 
23,266,861 
556,729 

89,193,486 
16,956,160） 

89,193,486 

 
 

731,216 
42,629 

 
334,793 

 
703,901 

 
179,648 

 
1,218,342 
913,524 

2,905,711 

 
 
 

2,689,526 
 

385,820 
 

853,134 
3,928,480 

 
280,061 

 
27,829 

 
307,890 

4,236,370 

 
96,335,567 

1,845） 

 

【負債の部】（将来返済しなければならない債務） 

１． 固定負債（１年を越えて返済する額） 

　（1）地方債 
　　（国や銀行から借り入れしている額） 
 
　（2）債務負担行為（将来支払う義務のあるもの） 
　　　①物件の購入等 
　　　②債務保証又は損失補償 
　　　　債務負担行為計 
 
　（3）退職給与引当金 
　　（市職員が仮に全員退職した場合の退職金） 
 
　　固定負債合計 

 
２． 流動負債（１年以内に返済する額） 

　（1）翌年度償還予定額 
　 
　（2）翌年度繰上充用金 
 
　　流動負債合計 

 
 
　負　債　合　計 

　（住民一人当たりの負債額 

 
 
 
【正味資産の部】（これまでの世代が負担したもの） 

１． 国庫支出金 

　（建設などに使われた国のお金の累計） 
 
２． 都道府県支出金 

　（建設などに使われた県のお金の累計） 
 
３． 一般財源等 

　（建設などに使われた市税などの累計） 
 
 
 
　正　味　資　産　合　計 
　（住民一人当たりの正味資産額 

 
 
 
 
　負債・正味資産合計 
　（住民一人当たりの負債・正味資産額合計 

 
 

31,924,895 
 
 

 
０ 
０ 

０ 
 

4,609,699 
 
 
36,534,594 

 
 

3,286,671 
 
０ 
 
3,286,671 

 
 
39,821,265 

763） 

 
 
 
 

12,769,414 

 

 

5,800,059 

 

 

37,944,829 

 
 
 
 
56,514,302 

1,082） 

 

 

 

 

96,335,567 

1,845） 
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伝
統
の
踊
り
を
奉
納 

上
土
橋
・
郡
地
区
・
飯
牟
礼
地
区
で
棒
踊
り 

　
伊
集
院
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
の
棒

踊
り
が
上
土
橋
・
郡
地
区
・
飯
牟
礼

地
区
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
踊
り
は
五
穀
豊
穣
や
家
内
招

福
な
ど
を
祈
願
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
上
土
橋
地
区
で
は
、
勝
護
院
で
四

月
二
十
七
日
、
地
区
内
の
小
・
中
学

生
十
五
人
が
勇
壮
な
踊
り
を
奉
納
し

た
後
、
勝
護
院
前
広
場
で
地
区
住
民

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
郡
地
区
で
は
、
五
月
五
日
小
雨
の

振
る
中
、
中
・
高
校
生
三
十
四
人
が

九
玉
神
社
に
奉
納
。 

　
踊
り
手
た
ち
は
、
そ
の
後
、
新
築

や
初
節
句
の
家
庭
な
ど
約
五
十
ヵ
所

を
回
り
、
伝
統
の
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。 

　
飯
牟
礼
地
区
で
は
、
地
区
内
の
上

（
虚
無
僧
踊
り
）・
中
（
棒
踊
り
）・

大
下
（
鎌
踊
り
）
の
三
集
落
か
ら
青

壮
年
や
中
・
高
校
生
が
参
加
し
熊
野

神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
飯
牟
礼
上
の
し
べ
竹
が

折
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
踊
り
手
は
勇
壮

な
踊
り
を
披
露
し
、
つ
め
か
け
た
見

物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

荻
・
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り 

　
荻
・
伊
勢
神
社
（
東
市
来
）
に
て

五
月
四
日
、
棒
踊
り
、
庭
狂
言
（
あ

と
や
ま
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
神
社
は
、
一
五
九
〇
年
に
三

重
県
の
伊
勢
神
宮
か
ら
ご
神
霊
を
勧

請
さ
れ
、
二
百
年
前
か
ら
踊
り
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
、
五
月
三
日
に
奉
納
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
五
月
の
第
一
日

曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
日
曜
日
が
三
日
で
あ
れ
ば
四
日

に
奉
納
）。 

　
同
地
域
の
自
治
会
、
荻
、
田
代
、

梅
木
、
北
山
、
鉾
之
原
の
棒
踊
り
や

荻
の
青
壮
年
部
に
よ
る
、
庭
狂
言
（
あ

と
や
ま
）
な
ど
多
様
な
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
多
く
の
踊
り
手
や
見
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

ひおきに幕末明治維新をたずねる 

豊作祈願 

　
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
の
放
送
で
、

日
置
市
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
分
か

り
や
す
い
案
内
の
手
法
を
学
ぼ
う
と

五
月
十
一
日
、
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
。

日
置
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
市

職
員
な
ど
二
十
三
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の
会

の
東
川
隆
太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、

幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
活
躍
し
た

小
松
帯
刀
ら
が
眠
る
園
林
寺
跡
や
薩

摩
藩
の
財
政
改
革
を
成
し
遂
げ
た
調

所
広
郷
の
招
魂
墓
な
ど
大
河
ド
ラ
マ

に
登
場
す
る
人
物
に
ゆ
か
り
の
あ
る

史
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
大
河
ド
ラ
マ
放
送
開
始
直
後
か
ら

日
置
市
に
は
小
松
帯
刀
ら
に
関
す
る

問
合
せ
が
多
く
、
園
林
寺
跡
な
ど
休

日
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
現

在
「
小
松
帯
刀
を
守
る
会
」
を
中
心

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
市
内
に
は
魅
力

の
あ
る
史
跡
が
多
い
。
今
回
の
ツ
ア

ー
を
き
っ
か
け
に
市
全
域
を
案
内
出

来
る
よ
う
努
め
た
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
も
多
く
の
観
光
客
が
日
置
市

を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

江
口
の
魅
力
を
ま
る
ご
と 

第
十
六
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り 

　
江
口
漁
港
（
東
市
来
）
で
五
月
三

日
、
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
一
万
三
千
人
の
来
訪
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。 

　
魚
の
つ
か
み
捕
り
や
物
産
即
売
、

漁
船
乗
船
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
な
ど
様
々
な
催
し
で
、
来
訪

者
は
大
型
連
休
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
今
回
は
江
口
蓬
莱
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
で
、
バ
シ
ョ
ウ
カ

ジ
キ
秋
太
郎
五
本
（
通
常
二
本
）
が

当
た
る
と
あ
っ
て
抽
選
会
は
大
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。 

せ
っ
ぺ
と
べ
と
べ 

チ
ョ
シ
チ
ョ
シ
・
チ
ョ
シ
チ
ョ
シ 

　
日
吉
地
域
に
四
百
年
前
か
ら
伝
わ

る
お
田
植
祭
り
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
が

六
月
一
日
、
日
置
八
幡
神
社
、
吉
利

鬼
丸
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吉
利
鬼
丸
神
社
で
は
神
事
の
あ
と

白
装
束
の
二
才
衆
が
神
社
下
の
御
神

田
へ
入
り
、
肩
を
組
み
輪
に
な
っ
て

「
せ
っ
ぺ
と
べ
の
唄
」
を
歌
い
全
身

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
「
チ
ョ
シ

チ
ョ
シ
」
と
声
を
か
け
飛
び
跳
ね
ま

し
た
。
日
吉
支
所
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
さ
ん
も
イ
ギ
リ
ス
の
友
人

と
一
緒
に
参
加
し
、
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
日
本
で
も
珍
し
い
伝
統
文

化
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
日
置
八
幡
神
社
で
は
神
事

の
後
大
王
殿
と
み
こ
し
を
先
頭
に
お

下
り
行
列
が
御
神
田
へ
向
か
い
ま
し

た
。 

　
し
べ
竿
は
地
区
の
看
板
、
倒
れ
な

い
よ
う
に
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

走
り
回
る
二
才
衆
に
見
物
人
の
歓
声

が
上
が
り
声
援
が
飛
び
交
い
ま
す
。 

中
に
は
走
り
す
ぎ
て
す
っ
か
り
疲
れ

こ
ん
だ
二
才
衆
に
燃
料
（
焼
酎
）
補

給
を
し
て
い
る
様
子
が
観
客
の
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
置
八
幡
神
社
前
で
は
「
せ
っ
ぺ

と
べ
イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
吹
上
青

松
太
鼓
や
地
元
舞
踊
同
好
会
の
日
舞
、

神
事
で
奉
納
さ
れ
た
地
域
の
伝
統
の

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
飛
び
入

り
参
加
の
日
吉
地
域
女
性
団
体
の
皆

さ
ん
が
小
松
帯
刀
太
鼓
を
披
露
、
篤

姫
・
小
松
帯
刀
・
幾
島
・
西
郷
ど
ん

ま
で
飛
び
だ
し
ユ
ニ
ー
ク
な
姿
に
会

場
は
大
笑
い
で
し
た
。 

　
ま
た
、
日
吉
運
動
公
園
弓
道
場
で

は
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
射
会
」
が
行
わ

れ
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
ゆ

か
り
の
小
松
帯
刀
公
墓
所
参
拝
な
ど

を
か
ね
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
日
吉
地
域
は
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

▲大物をゲット 

▲郡棒踊り 

▲メモを取る参加者ら（日吉町園林寺跡） 

▲飯牟礼（上）虚無僧踊り 

▲上土橋棒踊り 

▲多くの来訪者でにぎわいました 

お田植え祭り 
「せっぺとべ」 

観　　　光 
スタディツアー 

 

こ
ま
つ
た
て
わ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
り
ん
じ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず 

 

し
ょ
ひ
ろ
さ
と 

で
お
ど
ん 
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家
庭
用
品
バ
ザ
ー 

日
吉
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会 

満
４
歳
に
な
り
ま
し
た 

ひ
ま
わ
り
館
誕
生
祭 

　
地
域
内
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
家
庭
用
品
の
バ
ザ
ー
が
五
月
十

日
、
Ａ
コ
ー
プ
日
吉
店
の
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
吉
地
域
婦
人
会
の
主

催
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ

わ
い
、
昼
前
に
は
ほ
と
ん
ど
の
商
品

が
売
り
切
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
梅
の

里
（
通
所
授
産
施
設
）
の
皆
さ
ん
が
、

か
ね
て
一
生
懸
命
工
作
さ
れ
た
作
品

も
展
示
即
売
と
い
う
こ
と
で
、
な
れ

な
い
接
客
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会

長
の
諏
訪
免
順
子
さ
ん
は
、「
リ
サ

イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
環
境
と
人
に
や

さ
し
い
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
」
ま
た
、
収
益
金
は
、

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
資
金

に
す
る
と
の
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
活

動
へ
の
意
欲
を
熱
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
市
農
産
物
直
売
所
「
ひ
ま
わ

り
館
」（
吹
上
）
の
四
周
年
誕
生
祭
が
、

四
月
二
十
七
日
同
館
で
開
催
さ
れ
、

終
日
家
族
連
れ
な
ど
買
い
物
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と
し
て
は
、
店

内
商
品
が
五
㌫
引
き
と
あ
っ
て
中
に

は
両
手
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
買

い
物
を
さ
れ
る
客
、
ま
た
レ
ジ
に
は

長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。 

　
店
外
で
は
同
館
の
近
く
の
県
立
農

業
大
学
校
に
よ
る
農
産
物
の
販
売
や
、

地
区
民
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
が
あ

り
つ
き
た
て
の
餅
も
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
和
田
小
学
校
児
童
に
よ
る

竹
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
誕
生
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
一
方
、
地
区
役
員
の
方
々
は
駐
車

場
の
誘
導
や
案
内
な
ど
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
誕
生
際
を
支
え
て
い
ま
し

た
。 

　
今
後
、
同
館
が
さ
ら
に
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。 

良
質
茶
め
ざ
し
生
産
加
工
技
術
競
う 

市
荒
茶
品
評
会 

　
市
茶
業
振
興
会
主
催
の
荒
茶
品
評

会
が
五
月
二
十
三
日
、
さ
つ
ま
日
置

農
協
茶
研
修
セ
ン
タ
ー
（
伊
集
院
町

飯
牟
礼
）
で
行
わ
れ
、
加
工
者
の
部

に
二
十
五
点
、
生
産
者
の
部
に
二
十

四
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
一
番
茶
は
、
寒
さ
や
霜
の

影
響
な
ど
も
あ
り
、
価
格
は
低
迷
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
県
農

業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
茶
業
部
や
県

地
域
振
興
局
農
林
普
及
課
、
県
経
済

連
茶
業
事
業
部
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置

の
担
当
者
が
、
外
観
審
査
の
後
お
湯

を
注
ぎ
内
質
（
水
色
、
香
気
、
滋
味
）

な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

加
工
者
の
部 

一
位
　
中
岳
製
茶
　（
東
市
来
） 

二
位
　
西
山
製
茶
　（
伊
集
院
） 

三
位
　
㈲
東
製
茶
　（
東
市
来
） 

生
産
者
の
部 

一
位
　
折
田
　
学
　（
伊
集
院
） 

二
位
　
冲
　
　
広
　（
東
市
来
） 

三
位
　
重
水
　
勉
　（
東
市
来
） 

交
通
安
全
教
室
の
開
催 園

児
に
対
す
る
交
通
安
全
指
導  

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
へ
の
協
力
を 

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式 

　
園
児
の
交
通
に
関
す
る
知
識
や
マ

ナ
ー
を
習
得
さ
せ
、
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

四
月
二
十
五
日
、
吹
上
中
央
幼
稚
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
中
央
幼
稚
園
児
・

中
央
保
育
園
児
三
十
四
名
合
同
の
交

通
安
全
指
導
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
大
園
貴
文
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
日
置
警
察
署
吹
上
交
番
の
警
察

官
か
ら
「
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
止

ま
っ
て
左
右
を
し
っ
か
り
確
認
し
手

を
挙
げ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
」
と
説

明
を
受
け
、
早
速
準
備
し
て
あ
っ
た

信
号
機
に
し
た
が
っ
て
横
断
歩
道
の

渡
り
方
を
学
び
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
横
断

で
し
た
が
、
警
察
官
や
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
さ
ん
た
ち
の
指
導

も
あ
り
、
右
手
に
横
断
旗
を
持
ち
、

ま
っ
す
ぐ
に
挙
げ
て
左
右
を
確
認
し

て
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ

れ
も
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。 

　
平
成
二
十
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ

ト
ロ
ー
ル
開
始
式
が
五
月
二
十
三
日
、

吹
上
中
央
公
民
館
で
関
係
二
十
四
団

体
約
四
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
県
環
境
保
護
課
長
の
「
鹿
児
島
が

カ
メ
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
砂
浜
を

守
っ
て
い
た
だ
き
よ
り
多
く
の
カ
メ

が
上
陸
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各

団
体
代
表
者
に
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視

員
腕
章
の
授
与
が
な
さ
れ
、
早
速
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。 

　
日
置
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
百

二
頭
の
上
陸
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。 

　
要
因
は
色
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
上
陸
、

産
卵
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
貴
重
な
野
生
生

物
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
へ
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
、
私
達
の
役
割
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

交
流
事
業
の
継
続
と
、よ
り
一
層
の
相
互
理
解
を
進
め
た
い 

日
置
市
と
韓
国
・
南
原
市
文
化
交
流
友
好
協
力
協
約 

　
一
五
九
八
年
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮

出
兵
の
際
に
朝
鮮
か
ら
美
山
に
移
り

住
ん
だ
陶
工
た
ち
の
威
徳
を
偲
び
、

一
九
九
八
年
に
旧
東
市
来
町
で
開
催

さ
れ
た
薩
摩
焼
四
百
年
祭
を
契
機
に

日
置
市
で
は
大
韓
民
国
南
原
市
と
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
縁
で
五

月
一
日
開
催
さ
れ
た
、
南
原
市
伝
統

の
祭
り
で
あ
る
『
春
香
祭
』
の
開
幕

式
典
に
宮
路
高
光
市
長
、
畠
中
實
弘

市
議
会
議
長
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。   

　
今
回
で
七
十
八
回
目
を
数
え
る
『
春

香
祭
』
は
韓
国
の
純
愛
物
語
を
テ
ー

マ
と
し
、
期
間
中
に
五
十
万
人
の
人

手
で
に
ぎ
わ
う
南
原
市
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。 

　
開
幕
式
に
先
立
ち
、
南
原
市
役
所

に
て
チ
ェ
・
ジ
ュ
ン
グ
ン
南
原
市
長

と
宮
路
高
光
日
置
市
長
が
「
文
化
交

流
友
好
協
力
協
約
書
」
を
交
わ
し
、

今
後
の
交
流
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

相
互
確
認
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
宮
路
市
長
は
今
年
十
一
月

に
開
催
さ
れ
る
『
美
山
窯
元
祭
り
』

に
南
原
市
長
を
招
待
し
た
い
と
も
話

し
ま
し
た
。 

　
開
幕
式
で
は
、
日
置
市
名
誉
市
民

で
あ
る
第
十
四
代
沈
壽
官
さ
ん
に
対

し
て
、
南
原
市
名
誉
市
民
の
称
号
も

授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
日
置
市
で
は
韓
国
か
ら
、

国
際
交
流
員
を
招
致
し
、
小
・
中
学

校
で
の
授
業
や
生
涯
学
習
講
座
等
で

韓
国
の
文
化
な
ど
の
紹
介
、
青
少
年

の
交
流
事
業
、
市
民
を
対
象
に
し
た

韓
国
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
、
南
原
市

立
国
楽
団
の
特
別
公
演
を
開
催
す
る

な
ど
、
市
内
全
域
に
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
す
。 

な
む
う
ぉ
ん 
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婦
人
会
員
が
元
気
に
交
流 

市
婦
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

　
日
置
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
五
月
二

十
五
日
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
大
会
は
、
市
内
の
婦
人
会
員
の

融
和
を
図
る
目
的
で
、
日
置
市
が
誕

生
し
た
平
成
十
七
年
度
か
ら
開
催
し

て
お
り
、
今
年
で
四
回
目
。 

　
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
が
う
そ

の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
参
加
し
た
百

六
十
人
の
会
員
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、
今
年

度
も
日
置
市
の
婦
人
会
は
、
地
域
や

集
落
に
お
い
て
、
女
性
の
知
恵
と
実

践
力
を
生
か
し
た
活
動
に
積
極
的
に

取
組
み
ま
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

団
体
の
部
　
優
勝
　
東
市
来
さ
わ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
か
チ
ー
ム 

個
人
の
部
　
優
勝
　
山
之
内
　
幸
子 

　
　
　
　
　
　
　
　（
吹
上
） 

　
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

五
月
二
十
三
日
、
ゆ
す
の
里
体
育
館

（
伊
集
院
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
こ
の
大
会

に
は
、
約
百
人
が
参
加
。 

　
選
手
を
代
表
し
昨
年
度
優
勝
の
伊

集
院
チ
ー
ム
の
松
尾
利
博
さ
ん
が
「
身

体
の
障
害
を
克
服
し
、
本
大
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
持

ち
、
あ
せ
ら
ず
、
ケ
ガ
を
せ
ん
ご
っ
、

お
も
し
て
、
お
か
し
く
競
技
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行

い
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
市
内
四
地
域
で
行
わ
れ
る
こ
の
大

会
は
、
び
ん
倒
し
や
、
ス
プ
ー
ン
レ

ー
ス
な
ど
七
種
目
で
競
わ
れ
、
参
加

者
は
、
各
地
域
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
精
一
杯
プ
レ
ー
。
優
勝
は
伊
集
院

地
域
と
な
り
ま
し
た
。 

ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
熱
戦 

スポーツを通して 
体力の維持増進を 

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

　
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
が
五
月
十
八
日
、
同
ド
ー

ム
（
伊
集
院
）
で
開
催
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
（
Ａ
、

Ｂ
ク
ラ
ス
と
も
十
チ
ー
ム
）。
リ
ン

ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

　
試
合
は
八
分
の
ハ
ー
フ
ゲ
ー
ム
で
、

行
わ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
、
闘
志
と
も
に
、

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
の
連
続
と
な
り
応

援
に
訪
れ
た
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

　
各
ク
ラ
ス
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

Ａ
ク
ラ
ス
　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｋ
ｙ
ａ
ｇ
ｅ 

Ｂ
ク
ラ
ス
　
い
け
ず 

作
っ
た
よ
　
砂
の
彫
刻 

伊
作
田
小
サ
ン
ド
ア
ー
ト
大
会 

　
江
口
浜
海
浜
公
園
（
東
市
来
）
で

五
月
二
十
七
日
、
伊
作
田
小
全
校
児

童
七
十
七
人
が
総
合
学
習
の
時
間
を

利
用
し
て
、
サ
ン
ド
ア
ー
ト
大
会
を

行
い
ま
し
た
。 

　
各
学
年
混
合
の
六
班
が
、
地
元
伊

作
田
の
特
産
や
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
砂
像
を
制
作
し
ま
し
た
。 

　
永
山
哲
君
（
六
年
）
は
「
砂
を
盛

り
上
げ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
顔
を

貝
殻
で
描
い
て
、
で
き
ば
え
は
上
出

来
」
と
、
出
来
上
が
っ
た
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
（
十
月
開
催
予
定
）
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
の
砂

像
を
前
に
満
足
げ
。 

　
井
之
上
洋
一
校
長
が
「
準
備
か
ら

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
よ
く
頑
張
り
ま

し
た
」
と
、
称
え
ま
し
た
。 

音
楽
を
通
じ
て
安
心
安
全
を 

警
察
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

伊
集
院 

　
鹿
児
島
県
警
察
音
楽
隊
安
心
安
全

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
五
月
十
七

日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
出
演
団
体
は
、
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
伊
集
院
幼
稚
園
、

伊
集
院
小
学
校
、
土
橋
小
学
校
、
伊

集
院
北
中
学
校
、
警
察
音
楽
隊
と
ア

ウ
グ
ス
ト
・
オ
ソ
リ
オ
さ
ん
、
大
内

山
真
紀
子
さ
ん
。 

　
第
一
部
の
、
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
始
ま
り
、
第
二
部

の
迫
力
満
点
の
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

が
会
場
を
訪
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
楽
長
（
指
揮
者
）
の
中
島
暢
宏
氏

は
東
市
来
出
身
。 

　
音
楽
隊
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
発

足
し
今
年
で
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
多
忙
な
職
務
に
取
り
組
む
傍
ら
、

音
楽
を
通
じ
て
犯
罪
や
交
通
事
故
の

な
い
安
心
・
安
全
な
明
る
い
社
会
を

目
指
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

九
電
大
田
発
電
所
本
館
が
登
録
有
形
文
化
財
に 

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
証
及
び
プ
レ
ー
ト
伝
達
式 

　
伊
集
院
町
大
田
の
九
州
電
力
大
田

発
電
所
が
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
三
月
十
九
日
に
正
式
に
登
録
さ
れ
、

五
月
八
日
に
日
置
市
役
所
で
登
録
証

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
宮
路
市
長
が
、
九
州
電
力
鹿
児
島

支
店
の
梶
原
正
博
支
店
長
に
登
録
証

を
、
同
支
店
の
社
員
に
プ
レ
ー
ト
を

渡
し
ま
し
た
。 

　
宮
路
市
長
が
「
大
事
に
守
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と

述
べ
る
と
、
梶
原
支
店
長
は
「
価
値

を
損
な
わ
な
い
よ
う
守
り
た
い
」
と

応
え
ま
し
た
。 

　
大
田
発
電
所
本
館
は
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
に
島
津
家
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
石
造
り
平
屋
の
水
力

発
電
所
で
、
今
年
で
築
百
年
に
な
り

ま
す
。
壁
面
に
は
島
津
家
の
家
紋
「
く

つ
わ
紋
」
が
刻
ま
れ
、
多
角
形
の
塔

が
つ
い
た
特
徴
の
あ
る
造
り
で
す
。 

▲警察音楽隊 

▲日置市ジュニアオーケストラ 

▲真剣な表情で飾り付け中 

還
暦
同
窓
会
で
出
身
母
校
三
小
学
校
に
寄
付 

旧
日
置
中
卒
業
生
一
同 

　
昭
和
三
十
八
年
に
旧
日
置
中
学
校

を
卒
業
し
て
還
暦
を
迎
え
た
同
級
生

が
昨
年
十
一
月
に
同
窓
会
を
開
催
し
、

自
分
た
ち
を
立
派
に
育
て
て
く
れ
た

日
置
、
日
新
、
住
吉
小
学
校
の
三
母

校
に
出
向
い
て
、
学
校
の
運
営
費
の

一
部
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
会
費
の

一
部
か
ら
寄
付
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
学
校
側
は
、
児
童
の
教
材
に
有
効

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
と
今
回
の
好

意
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

世
代
を
越
え
た
交
流
会 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
日
置
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
「
徳
重
地
区
の
す
こ
や
か

と
っ
し
げ
会
の
方
二
十
人
と
、
親
子

十
五
組
、
十
八
人
の
交
流
会
」
が
五

月
十
四
日
、
あ
づ
ま
保
育
園
（
伊
集

院
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
交
流
会
に
参
加
し
た
方
は
、
屋
外

で
の
ゲ
ー
ム
や
屋
内
で
の
遊
び
な
ど

に
笑
い
が
絶
え
ず
、
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。 

身体障害者 
スポーツ大会 
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情報をお寄せください 社会・体育 情報をお寄せください 教育・文化 



　「食べること」は毎日の生活の中で当たり前の行動ですが、栄養のバランスや健康に配慮したメニューを考える
ことは健康づくりに関心を持たなければできないことです。 
　そんな中、県では健康に配慮したメニューや健康に関する情報を提供する飲食店や惣菜店を「かごしま食の健康
応援店」として登録し、健康な食環境づくりに努めています。応援店は現在 300 店舗以上。県のホームページでも
紹介していますので、外食される場合の参考にしてみてはいかがでしょうか ? 
　今回は、日置市内の健康応援店を紹介します。 

【施設によって取り組み内容はさまざま】 
　栄養成分（エネルギー、カルシウム、塩分など）の表示、
野菜たっぷり・塩分控えめなどヘルシーメニューの提供、
地元食材の活用（地産地消）、自家栽培、こだわり食材の
活用、旬の食材選び　など 

【地域のひとの反応は…?】 
　「糖尿病や高血圧などの治療をしていると、栄養成分が
分かるのはありがたい」「生産者が分かるのは安心」「地元
食材には目がいきます」「カロリーも気になるが安心な食
材をおいしく食べたい」…など、食への関心はひとそれぞ
れ。 
　安心な食材選びから健康志向の献立づくりまで、地域の
応援店を参考にしてみるのも良いのではないでしょうか? 

　食生活や栄養に関する知識を深め、食を通して健康づくりの輪を広げ
る活動をしてみませんか ? 市では次の通り養成講座を開催します。 
 ≪対象者≫　市内に住む 70 歳未満の方で養成講座終了後、推進員活動
が可能な方 
≪時　期≫　平成 20 年７月～ 10 月（全７回） 
≪定　員≫　１会場 30 名 

（日置市中央公民館・日吉保健センター） 
≪申し込み締切り≫　７月上旬（定員になり次第締切り） 
≪申し込みおよび問い合わせ先≫ 
本庁 健康保険課健康増進係および各支所 市民課健康保健係 妊婦教室での活動風景 

栄養成分表示の例（江口蓬莱館） 

食生活改善推進員養成講座 
＊平成20年度受講生募集＊ 

興味のある 
方は、ぜひ 
お問い合わ 
せください。 
お待ちして 
います !

※新たに応援店に登録をしていただける飲食店や惣菜店を 
募集しています。登録を希望される際には、下記までお問い合わせください。 
鹿児島県庁健康増進課　TEL（099）286－2717 
伊集院保健所健康企画課　TEL（099）273－3111（内線211） 

＊このステッカーが目印です＊ 

※学生・社員食堂等給食施設は除いています。 
かごしま食の健康応援店（H20.3月） 

施　　設　　名 

ふく福伊集院店 

タイヨー伊集院店 

㈲十八番館 

むかえ食事処 

㈲寿しのはしぐち 

茶らら 

チェスト館 

スローフードキッチン　あじさい 

回転寿司横綱 

江口蓬莱館 

タイヨー東市来店 

そば茶屋吹上庵　吹上店 

健康交流館ゆーぷる吹上 

おもいで館 

地域 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

伊集院 

東市来 

東市来 

東市来 

吹　上 

吹　上 

吹　上 

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

徳
永
眞
流
豊
　
　
誉
志
登
　
猪
鹿
倉 

久
保
　
匠
矢
　
　
幸
博
　
　
天
神
馬
場 

榎
園
　
琉
斗
　
　
健
作
　
　
猪
鹿
倉 

立
野
　
美
吹
　
　
敬
　
　
　
善
福 

　
山
　
陸
　
　
　
裕
也
　
　
徳
重
東 

西
田
　
妃
雛
　
　
修
　
　
　
銀
天
通 

宮
下
　
絢
衣
　
　
修
一
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

西
村
　
美
咲
　
　
宏
光
　
　
徳
重
東 

中
渡
瀬
崇
仁
　
　
裕
樹
　
　
徳
重
東 

藤
井
梨
衣
沙
　
　
伊
信
　
　
向
江
町 

迫
　
亜
利
沙
　
　
洋
史
　
　
妙
円
寺
九
区 

蓑
田
　
光
瑛
　
　
光
喜
　
　
向
江
町 

木
場
　
俊
輔
　
　
毅
　
　
　
郡
下 

栗
野
か
り
ん
　
　
義
行
　
　
郡
上 

西
岡
　
颯
葵
　
　
哲
郎
　
　
向
江
町 

徳
田
　
源
慈
　
　
俊
　
　
　
郡
下 

門
松
　
哲
平
　
　
純
平
　
　
向
江
町 

西
　
　
月
音
　
　
幸
　
　
　
郡
上 

梅
木
　
理
央
　
　
宏
　
　
　
妙
円
寺
六
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

下
茂
　
心
寧
　
　
貴
博
　
　
坂
之
上
下 

小
園
　
悠
真
　
　
敏
樹
　
　
中
央 

佐
保
井
亜
門
　
　
俊
　
　
　
皆
田
西 

東
園
　
青
空
　
　
幸
博
　
　
田
之
湯 

中
村
　
謙
心
　
　
誠
　
　
　
上
伊
作
田 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

丸
野
　
　
羅
　
　
雄
一
　
　
日
置
麓 

北
野
　
杏
圭
　
　
孝
　
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

梅
木
　
煌
明
　
　
和
宏
　
　
窪
田 

永
田
　
竣
悟
　
　
嘉
　
　
　
緑
ヶ
丘 

吉
岡
　
花
恋
　
　
弘
司
　
　
野
首 

山
下
　
綾
乃
　
　
誠
生
　
　
西
本
町 

西
園
　
拓
哉
　
　
立
朗
　
　
今
田 

        

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

福
留
　
利
雄
　
　
77
　
朝
日
ヶ
丘 

尾
堂
ナ
ミ
エ
　
　
93
　
上
土
橋 

森
　
　
政
子
　
　
60
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

尾
堂
　
和
子
　
　
78
　
下
方
限 

尾
堂
キ
ク
エ
　
　
84
　
野
田 

西
村
　
ニ
ワ
　
　
92
　
猪
鹿
倉 

西
園
　
松
秀
　
　
90
　
朝
日
ヶ
丘 

早
馬
め
ぐ
み
　
　
19
　
麦
生
田
下 

松
山
　
テ
ル
　
　
92
　
麦
生
田
東 

山
本
真
寿
美
　
　
23
　
妙
円
寺
七
区 

前
村
　
秀
一
　
　
49
　
竹
之
山 

早
馬
　
　
實
　
　
90
　
や
は
ず
の
里 

内
　
　
利
則
　
　
47
　
中
神
殿 

上
村
　
道
子
　
　
67
　
天
神
馬
場 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

上
園
ミ
ツ
ヱ
　
　
77
　
城
之
町
上 

馬
場
口
三
郎
　
　
69
　
元
養
母 

松
山
　
紀
子
　
　
73
　
古
市 

永
山
　
サ
ヨ
　
　
100
　
永
山 

四
元
ツ
ル
ヱ
　
　
77
　
堀
内 

下
茂
　
ナ
ル
　
　
92
　
皆
田
西 

上
　
　
成
孝
　
　
80
　
中
央 

内
田
　
参
二
　
　
91
　
杉
之
迫 

二
田
　
忠
志
　
　
90
　
元
湯 

　
岡
　
　
壽
　
　
77
　
元
湯 

片
平
　
ヱ
ミ
　
　
85
　
上
床 

前
野
　
正
男
　
　
86
　
江
口 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

前
田
マ
ツ
ミ
　
　
89
　
八
幡 

中
城
ナ
ツ
ヱ
　
　
84
　
日
新 

平
野
ヱ
ミ
子
　
　
81
　
日
新 

井
上
盛
之
助
　
　
88
　
北
区 

田
村
　
茂
光
　
　
73
　
八
幡 

鵜
狩
フ
ク
ヱ
　
　
94
　
青
松
園 

　
田
　
慶
次
　
　
84
　
八
幡 

田
畑
　
　
保
　
　
83
　
青
松
園 

鵜
狩
　
盛
重
　
　
86
　
柿
の
谷 

　
中
ハ
ル
エ
　
　
82
　
南
区 

松
元
　
タ
メ
　
　
87
　
草
見 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

　
留
　
勝
實
　
　
86
　
野
首 

日
渡
　
則
行
　
　
68
　
宮
坂 

木
佐
貫
正
司
　
　
72
　
中
津 

迫
田
　
　
繁
　
　
74
　
下
与
倉 

内
田
　
　
江
　
　
86
　
中
草
田 

山
下
　
ミ
エ
　
　
91
　
入
来
浜 

坊
野
　
サ
チ
　
　
87
　
坊
野 

川
原
　
信
一
　
　
82
　
下
与
倉 

有
川
　
シ
ヅ
　
　
95
　
亀
原 

原
口
　
フ
ミ
　
　
92
　
花
熟
里 

新
堀
ハ
ル
子
　
　
62
　
宮
坂 

榊
　
　
テ
イ
　
　
92
　
小
野
馬
場 

ま
　
な
　
と
 

　
し
ょ
う
や
 

　
り
ゅ
う
と
 

　
　
み
ふ
い
 

　
り
く
そ
ん
 

　
　
ひ
　
な
 

　
あ
お
い
 

　
　
み
さ
き
 

　
　た
か
み
 

り
　
い
　
さ
 

あ
　
り
　
さ
 

　
こ
う
え
い
 

　
し
ゅ
ん
す
け
 

 　
さ
つ
き
 

　
げ
ん
じ
 

　
て
っ
ぺ
い
 

　
　
み
お
ん
 

　
　
り
　
お
 

   　
こ
こ
ね
 

　
ゆ
う
ま
 

　
　
あ
も
ん
 

　
せ
い
ら
 

　
け
ん
し
ん
 

   　
か
い
ら
 

   

　
き
ょ
う
か
 

   　
　こ
う
め
い
 

　
　し
ゅ
ん
ご
 

　
　
か
れ
ん
 

　
　あ
や
の
 

　
た
く
や
 

このコーナーに掲載を希望 
されない方は手続きのとき 
に、お申し出ください。 

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

が
ん
ば
れ 

　
　
日
置
市
！ 

　
県
民
体
育
大
会
に
向
け
て
、
日
置
市
の

各
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
時
間
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
会
場
に
て
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

平成20年度　日置地区「県民体育大会選考会」日程　会場一覧 

7月6日（日）実施 

6月29日（日）実施 

軟 式 野 球  

弓 　 道  

ゲートボール 

剣 　 道  

テ ニ ス  

グラウンドゴルフ 

バドミントン  

相 　 撲  

柔 　 道  

ソフトボール 

競　技　名 開　催　会　場　等 

日置市東市来湯之元球場 

日置市東市来弓道場 

日置市東市来こけけドーム 

日置市伊集院総合体育館 

日置市伊集院総合運動公園テニスコート 

日置市日吉グラウンドゴルフ場 

日置市吹上浜公園体育館 

日置市吹上浜公園相撲場 

いちき串木野市B＆G海洋センター 

いちき串木野市多目的グラウンド 

バスケットボール いちき串木野市立串木野中学校 

7月20日（日）実施 

7月30日（水）実施 

7月9日（水）、16（水）実施 

水 　 泳  

卓 　 球  

サ ッ カ ー  

バレーボール 

陸 　 上  

ソフトテニス 

銃 剣 道  

 

 

ボ ウリング 

競　技　名 開　催　会　場　等 

日置市B＆G東市来海洋センタープール 

日置市東市来体育館 

日置市東市来総合運動公園多目的陸上競技場 

日置市伊集院総合体育館 

日置市伊集院総合運動公園陸上競技場 

日置市伊集院総合運動公園テニスコート 

いちき串木野市体育センター 

 

 

串木野ゴールデンボウル 

ゴ ル フ 湯之浦カントリー倶楽部 

※
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
５
月
号
Ｐ
１７「
お

く
や
み
」
東
市
来
地
域
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。（
敬
称
略
） 

誤
　
小
松
重
雄
　７５　
杉
之
迫 

 

正
　
小
牧
重
雄
　７５　
杉
之
迫 

← 
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～食・栄養編：夕食後　飲食減らし　肥満予防!～ 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

直
送
便

直
送
便
 

直
送
便
 

下野　遥愛ちゃん（２歳６か月） 

父　彰久さん　母　やよいさん 
（吹上町今田） 

　女の子らしくやさしく育ってね。 

■おかあさんから 

は る な 

立宅　真歩ちゃん（１歳３か月） 

父　広寿さん　母　かおりさん 
（日吉町日置） 

　やさしくて、まっすぐ元気に育ってく
ださい。 

■おとうさんから 

ま　ほ 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

吉利郵便局 
吉利小学校 

鬼丸神社 

園林寺跡 

南
方
神
社 

文 

清浄寺 

ギ ャ ラ リ ー 

　「
生
涯
現
役
で
す
」
と
話
す
三
嶋
さ
ん
は
、
自
衛
官
と
し
て
三
十
三
年
間
全
国
各
地
で
勤

務
さ
れ
平
成
八
年
に
伊
集
院
町
へ
移
住
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
毎
日
一
万
歩
を
目
標
に
歩
い
て
い
ま

す
。
特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
経
験
は
四
十
五
年
と
長
く
、
日
置
市
内
最
高
齢
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

で
す
。 

　
現
在
は
伊
集
院
地
域
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
持
ち
前
の
パ
ワ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
、
熟

練
し
た
技
巧
を
活
か
し
高
校
生
と
も
互
角
に
プ
レ
ー
。
練
習
を
通
し
て
健
康
、
体
力
維
持
と

交
流
を
目
的
に
汗
を
流
し
、
毎
年
日
置
地
区
体
育
大
会
に
出
場
。
五
十
六
歳
以
上
の
部
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
同
部
で
は
中
心
的
な
役
割
を
担
い
会
長
も
務
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
六
年
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及
に
向
け
て
、
伊
集
院
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少

年
団
の
発
足
に
も
貢
献
、
小
学
生
五
十
三
人
が
入
団
し
、
週
一
回
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。「
こ
の
年
は
団
の
体
制
づ
く
り
や
指
導
方
法
な
ど
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
の

出
発
で
し
た
が
子
ど
も
た
ち
に
会
う
こ
と
が
楽
し
く
て
、
全
然
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
三
嶋
さ
ん
の
元
気
の
源
は
、「
と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
。
毎
年
指
宿
市
で
開
催
さ
れ

る
「
菜
の
花
マ
ー
チ
」
に
は
、
八
年
連
続
参
加
。
今
年
は
「
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」

に
も
参
加
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
の
夏
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
駒
ケ
岳
登
山
も
し
ま
し
た
」
と
常
に
行
動
し
て

い
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
通
し
た
幅
広
い
仲
間
と
の

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。 

シリーズ● 37

いきいき 

伊集院町妙円寺（妙円寺７区自治会） 

三嶋　幸　さん〔72歳〕 
　み　しま　　　ゆき のり 

　幕末に活躍した小松帯刀（たてわき）（1835～1870）は、
吉利郷（日吉地域南部）を領地とする小松家の当主で
した。吉利の清浄寺本堂に、小松家の祖先とされてい
る六代の木像（高さ 40cm）が安置されています。この
木像は元禄年間（1688 ～ 1704）の作製と伝えられてい
ます。 
　六代は平清盛の孫維盛（まごこれもり）の長男でした。
平家は文治元年（1185）に源氏に滅ぼされますが、六
代は命を助けられ仏門に入ります。しかし、後に事件
に巻き込まれ、処刑されました。 
　六代の息子の清重は、六代の懇願によって禰寝院南
俣（ねじめいんみなみまた）（現在の南大隅町と錦江町
の一部）の地頭になり、赴任したと伝えられています。
清重は領地にちなんで「禰寝」を名のり、禰寝家初代
当主清重になったとされています。 
　文禄４年（1595）に、禰寝家 17 代当主重張は禰寝院
から吉利に移され、吉利領主になりました。享保 19 年

（1734）に 24 代当主清香は、「禰寝」の姓を平家にゆか
りのある「小松」の姓に改めました。小松帯刀（たて
わき）は、初代清重から数えて 29 代目の当主でした。 

日吉支所から車で５分 Access

六代木像（日吉地域） 

　　　和子さん 東市来町神之川 

　「押し花講座」講師の　　さんは、とにかく
花が好きで、このきれいな花を押し花にしたらど
うなるんだろうと思ったのがきっかけで始めました。
「押し花は、四季折々の植物や果物、野菜等
なんでもできます。始めての方でも決して難しく
ありませんので一人でも多くの方が仲間になって
楽しんでいただければ」また、「コンクールに出
品して入選するとうれしい。そういうのも伝えて
あげたいです」今後の目標は、将来個展を開
けたらいいなと。これからも、たくさんの人に「押
し花」の楽しさを伝えていけたらいいですね。 

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
消
防
士
に
な

る
こ
と
で
す
。 

　
ぼ
く
が
、
消
防
士
と
い
う
仕
事
を
知

っ
た
の
は
三
年
生
の
こ
ろ
テ
レ
ビ
の
ド

ラ
マ
の
中
で
知
り
ま
し
た
。
い
や
、
友

だ
ち
に
よ
る
と
、
保
育
園
の
時
か
ら
言

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
な
ぜ
消
防
士
に
あ
こ
が
れ
る
か
と
言

う
と
、
ぼ
く
は
、
元
々
乗
り
物
が
好
き

で
よ
く
本
を
見
て
い
て
、
そ
の
中
で
も

特
に
消
防
自
動
車
が
好
き
で
し
た
。 

　
ま
た
、
人
を
助
け
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

な
ど
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
観
る
け
ど
、
そ

れ
が
格
好
よ
く
て
、
そ
れ
か
ら
人
の
役

に
立
つ
仕
事
だ
か
ら
で
す
。 

　
ぼ
く
は
今
、
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
入
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
は
、
暑
さ
寒

さ
知
ら
ず
、
一
番
精
神
が
き
た
え
ら
れ
、

体
も
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
正
に
消

防
士
に
な
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
う

か
ら
入
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
ぼ
く
は
消
防
士
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

ぼ
く
の
将
来 

上
市
来
小
学
校
六
年
　
峯
　
　
亮
太
く
ん 

み
ね
さ
き
　
　
り
ょ
う
た 

●H15～H16伊集院町バドミントン協会会長 

 

ろくだい もくぞう 

『押　し　花』 

 

〈引用参考文献〉　 
『日吉町郷土史　上巻』 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,278人（△1） 

　男　　24,446人（△2） 

　女　　27,832人（　1） 

世帯数　22,460　（　4） 
6月1日現在 （　）は前月比 

楽しげに田を踏みならす「せっぺとべ」 
　白装束姿のせっぺとべ衆。焼酎を飲

みながら「チョシ、チョシ」と声をかけ、

歌に合わせて肩を組み、威勢よく飛び

跳ね、今年の豊作を祈願しました。 

（６/１お田植祭り「せっぺとべ」P１０関連記事） 

今月の 
表　紙 
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TEL 099（273）2111 
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TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

自 

　
大
平
自
治
会
は
、
湯
之
元
駅
か

ら
東
へ
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東

市
来
支
所
か
ら
北
東
へ
約
四
・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
は
、

平
成
二
十
年
六
月
一
日
現
在
で
三

十
九
世
帯
、
百
九
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
す
が
、

地
域
住
民
の
誰
も
が
参
加
で
き
る

活
動
や
、
自
然
を
活
か
し
た
道
端

農
園
な
ど
が
あ
り
、
地
区
外
の
方

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
で
す
。 

自
然
を
活
か
し
住
民
相
互
の
融
和
を
図
る 

大
平
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

お
お
び
ら 

大平自治会 
（東市来地域） 

▲集落運動会 

▲高齢者ふれあい交流会でのソバ打ち 

▲巨大カボチャコンテスト 

▲脇田敏秋会長 

然
に
囲
ま
れ
た
大
平
自
治
会
は

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
す

が
、
総
務
部
、
文
化
部
、
経
済
産
業

部
、
体
育
部
、
女
性
部
で
構
成
し
、

自
治
会
活
動
は
地
域
全
員
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
コ

ス
モ
ス
に
よ
る
活
性
化
事
業
を

導
入
し
よ
う
と
平
成
十
五
年
に
鹿
屋

市
串
良
町
の
柳
谷
公
民
館
ま
で
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
住

民
以
外
の
方
に
い
つ
で
も
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
道
端
農
園
、
平
成
十

八
年
か
ら
は
ワ
ラ
ビ
園
も
や
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
内
の
希
望
者
に

巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の
種
を
配
布
、
五
月

に
植
え
付
け
し
、
十
月
に
巨
大
カ
ボ

チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
カ
ボ

チ
ャ
が
出
品
さ
れ
ま
す
。 

ら
に
、
こ
の
地
区
の
高
台
に
登

る
と
東
シ
ナ
海
や
桜
島
が
望
め

る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
か
ら
桜

島
大
根
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
よ
う

と
桜
島
ま
で
種
の
買
い
付
け
に
行
き

ま
し
た
。 

月
に
行
わ
れ
る
高
齢
者
と
の
ふ

れ
あ
い
交
流
会
で
は
、
各
部
が

い
っ
し
ょ
に
な
り
毎
年
ソ
バ
打
ち
を

し
、
高
齢
者
に
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。 

の
ほ
か
に
も
道
路
清
掃
奉
仕
作

業
や
地
域
の
親
睦
を
図
る
た
め

の
花
見
、
集
落
運
動
会
、
鬼
火
焚
き
、

健
康
増
進
の
た
め
の
女
性
部
に
よ
る

健
康
づ
く
り
教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
自
治
会
で
は
伝
統
芸
能
と

し
て
棒
踊
り
が
あ
り
ま
す
。 

の
棒
踊
り
は
、
六
尺
棒
と
三
尺

棒
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
、

二
つ
の
踊
り
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
小
学
生
か
ら
青
壮
年
に
よ
り
伊

勢
神
社
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
高

齢
化
で
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
、

限
ら
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、「
地
域

全
員
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
増
や
し
活
力
あ
る
明
る
い

地
域
」
を
作
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
地
域
外
の
方
に
来

て
頂
け
る
よ
う
な
活
動
も
取
り
入
れ

て
地
域
を
活
性
化
し
て
行
き
た
い
で

す
。 

地 さ 

九 こ 

こ こ 
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